
2021 年 6 月 27 日     きょうかいがっこうコーナー 

年間第 13 主日        ふくいん マルコ 5．21～43 ＜２５～35a＞は、はぶきます 

 

（そのとき）、イエスがふねにのってふたたびむこうぎしにわたられると、おおぜいのぐんしゅうが

そばにあつまってきた。イエスはみずうみのほとりにおられた。かいどうちょうのひとりでヤイロ

というなのひとがきて、イエスをみるとあしもとにひれふして、しきりにねがった。「わたしのおさ

ないむすめがしにそうです。どうか、おいでになっててをおいてやってください。そうすれば、む

すめはたすかり、いきるでしょう。」そこで、イエスはヤイロといっしょにでかけていかれた。< ＞ 

かいどうちょうのいえからひとびとがきていった。「おじょうさんはなくなりました。もう、せんせ

いをわずらわすにはおよばないでしょう。」イエスはそのはなしをそばできいて、「おそれることは

ない。ただしんじなさい。」とかいどうちょうにいわれた。そして、ペトロ、ヤコブ、またヤコブのき

ょうだいヨハネのほかは、だれもついてくることをおゆるしにならなかった。いっこうはかいどう

ちょうのいえについた。イエスはひとびとがおおごえでなきわめいてさわいでいるのをみて、い

えのなかにはいり、ひとびとにいわれた。「なぜなきさわぐのか。こどもはしんだのではない。ね

むっているのだ。」ひとびとはイエスをあざわらった。しかしイエスはみなをそとにだし、こどもの

りょうしんと３にんのでしだけをつれて、こどものいるところへはいっていいかれた。そｈして、こ

どものてをとって、「タリタ、クム」といわれた。これは「しょうじょよ、わたしはあなたにいう、お

きなさい」といういみである。 

しょうじょはすぐにおきあがって、あるきました。もう１２さいになっていたからである。それをみ

るや、ひとびとはおどろきのあまりわれをわすれた。イエスはこのことをだれにもしらせないよう

にきびしくめいじ、また、たべものをしょうじょにあたえるようにいわれた。 

 

かいどう（ユダヤじんのかたがたがまいどようびいのるためにあつまっていたばしょでした。）のせ

きにんしゃであるヤイロというかたにはおおきなかなしいことがありました。それはじぶんのちいさ

なむすめはたいへんなびょうきにかかってもうなおらないことをきいて、すぐ、イエスさまのことが

あたまにうかんで、きっとたすけてくださるとかんがえて、ひっしのおもいでイエスさまのところに

とんでいきました。そしてイエスさまに「わたしのむすめはしにそうです、なおしてください」とねが

った。そのときにイエスさまは「わたしがいって、なおしてあげよう」といわれたので、ヤイロはよろ

こんでイエスさまをじぶんのいえにあんないしました。しかし、みちのとちゅうで、いえからのつか

いがきて、むすめがなくなったことをしらせ、イエスさまにきてくださらなくてもいいといいました。

ヤイロはそのしらせをきいて、かなしくて、かなしくて、たおれそうになった、ずっとないていたの

で、イエスさまはヤイロにこういいました。「おそれることはありません、ただ、わたしをしんじなさ

い。」それでいえまでいったら、たくさんのひとがないていたので、イエスさまはみんなにいいまし

た、「なかないでください、そのこどもはしんだのではない、ねむっているのだ」と。そしてイエスさ

まはりょうしんと３にんのでしといっしょに、そのこをねかせていたへやにはいり、そのこの 



てをとって「タリタ、クム、しょうじょよおきなさい。」といわれました。するとそのこはめをあけてあ

きあがりました。まわりにいたひとたちはびっくりして、いままでのかなしかったことをわすれて、

おおよろこびました。 

イエスさまは、わたしたちがひつようなときに、「おきなさい」ということばをかけておられます。 

こころのなかで、ねむっているイエスさまのことをおもいだしなさい、といっておられます「おきな

さい」とのこえがきこえませんか。きょうかいにこないのか、ともいっていられますよ！どうする？ 

イエスさまにしらんかおをできるのでしょうか。 

 

ぬりえ    うつっているかたがたはなにをいっていますか。 

   


